
平成 29年９月 15日 
総務委員会協議会 

資料 No１ 
 

 

入札における失格基準価格（変動型）の設定（試行）について 
 

財政課 
 

１．試行方針 
 

飯田市では、入札におけるくじ引き案件の減少対策とともに、企業の健全で安定した経営環境と労働

者の労働環境の向上の観点から地域経済の健全な発展に資するため、『長野県の「受注希望型競争入

札に係る低入札価格調査制度事務処理試行要領」に準じた失格基準価格』（以下、「失格基準価格（変

動型）」という。）の設定による試行を平成 29 年 10 月から実施し、来年４月から本格実施を見込む。 

 

 ・予定価格が 130 万円を超える建設工事（土木一式）を対象として、失格基準価格の範囲を 70％～90％

（公契連※モデル）から、87.5％～92.5％（長野県基準）に引き上げる。 

 ・落札の下限額（失格となる額）を最低制限価格制度から低入札価格調査制度（変動型）に基づいた

算出に改める。ただし、失格基準価格（変動型）を下回る入札者は、原則として低入札価格調査を

行わず失格とする。（長野県と同様） 

・対象とする建設工事（土木一式）以外は、引き続き最低制限価格制度を適用する。 

  ※公契連・・・省庁などで構成する中央公共工事契約制度運用連絡協議会 

 

２．失格基準価格（変動型）の設定 

（1）失格基準価格（変動型）の範囲 

【現行】                      【試行】 

      予定価格 １００％ 

                (県県県県独自設定独自設定独自設定独自設定)失格失格失格失格基準基準基準基準価格上限価格上限価格上限価格上限 92.5％％％％ 

公契連モデル上限 90％ 

                               

 

 

                  (県県県県独自設定独自設定独自設定独自設定) 失格失格失格失格基準基準基準基準価格下限価格下限価格下限価格下限 87.5％％％％ 

  

  

公契連モデル下限 70％ 

 
 

（2）失格基準価格（変動型）の算定方法 【予定価格２億円未満の場合】 
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この範囲内で入札額の標準偏差、

平均値から失格基準価格を設定 
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予定価格(税抜)の87.5％
以上が５者以上か 

 

YES 

YES 

算定対象者が５者以上か 

 
算定対象者の平均価格を算
出し、失格基準価格とする
（千円の位を四捨五入） 

※算出した失格基準価格が予定価格
(税抜)の 92.5％を超えた場合は、予
定価格(税抜)の 92.5％を失格基準
価格とする 

Step1 Step2 

Step3 

Step5 

Step4 

NO 

NO 
 
予定価格(税抜)の 87.5％を
失格基準価格とする 

 
入札額の平均値±(標準偏差×
1.5)の範囲外の入札者を除外 

 
予定価格(税抜)を超える入札者
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際
の
算
定
は
、
入
札
会
場
に
て
パ
ソ
コ
ン
を  

用
い
て
、
自
動
算
定
す
る
。 

最低制限価格の設定 

・直接工事費 10分の 9.7 

・共通仮設費 10分の 9 

・現場管理費 10分の 9 

・一般管理費 10分の 5.5 
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StepStepStepStep５５５５    

算定対象者算定対象者算定対象者算定対象者のののの平平平平

均均均均入札額入札額入札額入札額のののの算定算定算定算定 
＝失格基準価格＝失格基準価格＝失格基準価格＝失格基準価格   ※上限 92.5％ 

落札落札落札落札者者者者    
又は又は又は又は    

落札落札落札落札候補者候補者候補者候補者    
決決決決    定定定定 
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失格基準価格失格基準価格失格基準価格失格基準価格 C 

７者 

５者未満の場合の失格基準価格は５者未満の場合の失格基準価格は５者未満の場合の失格基準価格は５者未満の場合の失格基準価格は    

予定価格（税抜）×予定価格（税抜）×予定価格（税抜）×予定価格（税抜）×87.587.587.587.5％％％％でででで設定設定設定設定    
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２－② 

入札書比較価格入札書比較価格入札書比較価格入札書比較価格（税抜）（税抜）（税抜）（税抜）    

＜＜＜＜100100100100％＞％＞％＞％＞    

入札者毎に入札額を 

パソコンへ入力 

算
定
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果
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定
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果
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果
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定
結
果
    

「「「「ＥＸＣＥＬＥＸＣＥＬＥＸＣＥＬＥＸＣＥＬ」による」による」による」による自動自動自動自動計算計算計算計算    ＜＜＜＜関数関数関数関数 STDEVSTDEVSTDEVSTDEV（標準偏差）（標準偏差）（標準偏差）（標準偏差）、、、、平均値平均値平均値平均値算出算出算出算出、、、、四捨五入四捨五入四捨五入四捨五入    等等等等    ＞＞＞＞    

６者 
失格基準価格は 92.5超の場合に

入札書比較価格(税抜)×92.5 

＜例示＞入札 10者（A～I）
の場合における入札額 

分布イメージ 

算定対象者 

《事務処理》 

2-②の結果 

失格基準価格（変動型）設定の流れ（Ａ～I ９者による入札を想定した入札書比較価格（税抜）100 万円の場合） 
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２Ｐの具体的なシミュレーション 

 

予定価格（税込） 1,080,000  結果 

 

入札書比較価格（税抜） 1,000,000 → この額を超える入札者は算定対象から除外する 除外なし 

 

入札書比較価格（税抜）の85％ 850,000 → この額未満の入札者は算定対象から除外する 除外 I … 840,000 円 

 

平均入札額（Ａ～Ｈの平均額） ①    912,500 

 

標準偏差（①とＡ～Ｈそれぞれの偏差の２乗を算定数８で割った数の平方根） ②    30,721 

 

平均入札額①＋（標準偏差②×1.5）＝上限値 ③    958,582  除外 Ａ … 970,000 円 

 

平均入札額①－（標準偏差②×1.5）＝下限値 ④    866,419 

 
 

 

 

算定対象者の平均入札額（Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ,Ｇの平均入札額） ⑥    910,000 

 

算定対象者の平均入札額⑥の千の位を四捨五入 ⑦    910,000      失格基準価格 

  

⑦が入札書比較価格（税抜）の 92.5％を超えていない確認 決定 Ｃ … 920,000 円 

入札書比較価格（税抜）の 92.5％ 925,000 

 

算定対象者が５者以上（③と④の範囲内にある算定対象者の数） ⑤       ７ 

入札書比較価格（税抜）の 87.5％以上が５者以上（⑤のうち）        ６  除外 Ｈ … 870,000 円 

入札書比較価格（税抜）の 87.5％ 875,000 

Step1 

Step2 

Step3 

Step5 

Step4 
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